
世田谷区認知症診断地域連携クリティカルパス
ケアマネジャー用 使用例

ケアマネジャーが利用者から 認知症診療（診断) について相談を受ける

かかりつけ医がいる かかりつけ医がいない

かかりつけ医に連携パスの利用
を相談する

かかりつけ医が連携パスを利用する 場合

①かかりつけ医が利用者にアセスメントを行い、 紹介病院 を決定する

②パスに従い、関係書類を記入後、ネットワーク病院にfaxする

他院を紹介する 場合

認知症に対応するかかりつけ医を探す際、認知症相談医リストを利用して

かかりつけ医（認知症相談医）を複数紹介 する

☆初診は時間がかかるため、事前に必ず電話かfaxで連絡を取る

注1 かかりつけ医と連携で認知症の治療に当たるためかかりつけ医は必ず必要。
認知症ネットワーク病院の直接の受診は基本的に控える。

注２ 世田谷認知症診断地域連携クリティカルパスについては医師会から会員へ資料配布済み

認知症相談医が連携パスを利用する

①相談医が利用者にアセスメントを行い、 紹介病院 を決定する

②パスに従い、関係書類を記入後、ネットワーク病院にfaxする


